
渡
辺
澄
夫
著

い
◎

こ
こ
で
は
「
研
究
の
足
跡
」
と
い
う
形
で
渡
辺
先
生
の
業
績
を
ま
と
め
る
。
最
初
に
、
当
時
の
日
本
史
学
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
大
著
『
畿

内
庄
園
の
基
礎
構
造
』
に
つ
い
て
、
『
史
学
雑
誌
』
六
六
’
三
（
昭
和
一
一
一
十
二
年
一
一
一
月
）
か
ら
阿
部
猛
氏
の
文
を
転
載
す
る
。
ま
た
先
生
の
研
究
生
活

の
集
大
成
と
も
い
え
る
史
料
集
「
豊
後
国
荘
園
公
領
史
料
集
成
」
に
つ
い
て
は
、
八
巻
（
下
）
の
発
刊
に
際
し
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
末
広
利
人
氏

の
紹
介
文
を
転
載
し
、
先
生
の
業
績
の
一
端
を
窺
う
こ
と
に
す
る
。

本
書
の
構
成
は
、
序
論
「
研
究
の
視
点
と
問
題
の
限
定
」
本
論
「
畿
内
庄
園
に
お
け
る
古
代
的
支
配
の
諸
形
態
’
第
一
編
均
等
名
庄
園
の
研
究
、

研
究
の
足
跡

昭
和
一
一
六
年
末
、
渡
辺
氏
が
「
畿
内
庄
園
の
名
構
造
に
関
す
る
一
試
論
」
（
「
史
学
研
究
」
四
六
）
を
発
表
さ
れ
た
と
き
に
は
、
正
直
に
い
っ
て
恐

ら
く
今
日
の
よ
う
な
形
で
そ
の
成
果
が
結
実
す
る
と
予
測
し
え
た
も
の
は
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
翌
年
五
月
の
史
学
雑
誌
（
六
一
’
五
）

「
一
九
五
一
年
の
歴
史
学
界
」
で
「
領
主
権
力
に
よ
る
均
等
規
模
の
名
の
編
成
」
を
強
説
し
た
、
と
わ
ず
か
一
行
の
紹
介
を
受
け
た
に
止
っ
て
い
た

の
を
見
て
も
そ
の
辺
の
事
情
は
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
が
今
日
、
前
掲
論
文
を
含
め
て
実
に
八
○
○
頁
の
大
著
と
し
て
結
実
、
我
々
の
机
上
に
贈
ら
れ

た
。
本
書
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
分
量
に
お
い
て
戦
後
日
本
史
学
界
の
誇
る
べ
き
成
果
で
あ
る
。
し
か
も
著
者
が
九
州
大
分
大
学
に
職
を
奉
じ
、
研

究
に
は
多
大
の
困
難
を
伴
う
地
に
お
ら
れ
な
が
ら
こ
の
成
果
を
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
我
々
は
先
ず
絶
大
な
敬
意
を
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

「
畿
内
庄
園
の
基
礎
構
造
」

阿
部

猛 六



（
三
）
庄
園
領
主
の
収
取
並
び
に
支
配
形
態
に
つ
い
て
は
「
佃
に
よ
っ
て
倦
役
労
働
の
退
化
と
現
物
所
当
の
重
視
を
考
え
、
し
か
も
家
父
長
的
奴
隷
制

を
説
く
の
は
矛
盾
で
」
「
佃
の
外
に
夫
役
を
綜
合
的
に
考
察
し
、
な
お
雑
公
事
を
も
考
慮
」
す
べ
き
で
あ
る
。
「
古
代
的
・
直
接
的
統
治
は
」
「
夫

役
を
中
心
と
す
る
公
事
の
収
取
」
が
あ
り
「
庄
園
領
主
は
、
そ
の
限
界
内
に
お
い
て
新
事
態
に
対
応
し
」
「
古
代
的
支
配
と
古
代
的
収
取
を
実
現
し

た
。
」
（
四
三
頁
）

説
に
も
再
考
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

（
一
一
）
名
主
・
作
人
の
用
益
地
の
散
財
性
、
出
作
入
作
関
係
、
農
民
の
一
一
重
隷
属
関
係
に
つ
い
て
の
通
説
に
疑
い
を
持
つ
ｏ
ま
た
「
均
等
名
の
形
成
過

程
を
社
会
経
済
的
原
因
だ
け
で
説
明
す
る
の
は
、
一
種
の
自
然
発
生
的
解
釈
で
」
（
四
三
頁
）
あ
り
、
名
を
私
的
土
地
所
有
や
農
業
経
営
体
と
す
る
通

第
二
編
摂
関
家
大
番
領
及
び
番
頭
制
庄
園
の
研
究
」
結
論
「
畿
内
庄
園
の
基
礎
構
造
」
補
論
郷
「
間
田
に
つ
い
て
」
と
な
っ
て
い
る
ｆ
ヅ
ー
リ
：
Ⅷ

序
論
第
一
章
で
は
「
未
だ
散
発
的
な
個
別
庄
園
の
研
究
」
「
に
よ
っ
て
封
建
制
の
成
立
と
い
う
世
界
史
的
問
題
を
解
決
心
よ
う
と
す
る
現
状
」

（
三
頁
）
を
反
省
し
「
庄
園
の
綜
合
的
・
体
系
的
な
地
域
的
研
究
を
提
唱
」
（
四
頁
）
す
る
。
そ
し
て
著
者
は
い
わ
ゆ
る
畿
内
庄
園
を
と
り
あ
げ
〃
と
く

、
、
、
、
、
、
、

に
「
公
事
の
庄
園
に
対
す
る
規
定
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
事
」
に
重
要
な
視
点
を
置
き
「
庄
園
制
そ
の
も
の
の
分
析
を
通
じ
庄
園
制
か
ら
政
治
史

を
検
討
し
よ
う
と
す
る
」
（
七
頁
）
基
本
的
態
度
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
次
に
第
二
章
で
は
畿
内
庄
園
研
究
の
現
状
を
略
述
し
、
畿
内
庄
園
研
究
の
課

題
を
次
の
如
く
要
約
さ
れ
る
。

（
一
）
庄
園
の
倭
小
性
と
散
財
性
と
い
う
特
質
を
既
成
概
念
と
し
て
固
定
す
る
の
は
疑
問
で
「
庄
園
領
主
の
円
田
化
の
努
力
」
（
四
二
頁
）
を
も
看
過
す

べ
き
で
な
い
。

七

以
上
三
点
を
要
す
る
に
「
公
事
の
収
取
関
係
に
象
徴
さ
れ
る
」
「
名
主
及
び
名
田
を
中
心
と
す
る
古
代
的
支
配
・
被
支
配
関
係
」
（
四
五
頁
）
の
解

明
こ
そ
本
書
の
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
著
者
は
、
本
論
に
お
い
て
畿
内
庄
園
の
諸
類
型
と
し
て
均
等
名
庄
園
・
摂
関
家
大
番
領
・
番
頭

庄
園
の
三
つ
を
と
り
あ
げ
て
詳
細
な
検
討
を
行
う
。

本
論
第
一
編
ｌ
畿
内
庄
園
の
う
ち
、
一
町
歩
な
い
し
二
町
歩
の
ほ
簿
平
均
し
た
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
庄
園
の
存
在
は
以
前
か
ら
注
目
さ
れ
た



八

が
、
石
母
田
正
、
松
本
新
八
郎
氏
ら
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
「
奴
隷
制
的
構
造
を
も
っ
た
初
期
庄
園
の
農
民
の
階
級
分
化
の
結
果
成
立
し
た
」
も
の
と

説
明
さ
れ
ほ
守
定
説
化
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
は
「
推
測
的
見
解
」
（
五
二
頁
）
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
性
格
構
造
の
詳
細
は
全
く
不
明
で
あ
り
、
そ
の

解
明
の
た
め
に
均
等
名
庄
園
の
個
別
研
究
を
必
要
と
す
る
。
そ
こ
で
著
者
は
実
に
一
一
一
一
章
三
三
○
頁
に
わ
た
っ
て
詳
細
な
個
別
研
究
を
試
み
る
。
と

り
あ
げ
ら
れ
た
庄
園
は
興
福
寺
大
乗
院
領
大
和
国
若
槻
庄
以
下
、
合
計
四
○
庄
に
及
ぶ
。
こ
の
う
ち
若
槻
庄
・
出
雲
庄
・
梅
津
庄
に
つ
い
て
は
、
か

っ
て
発
表
さ
れ
そ
の
内
容
も
周
知
の
こ
と
で
あ
る
し
、
ま
た
こ
の
多
数
の
個
別
研
究
を
逐
一
紹
介
す
る
余
裕
も
な
い
し
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ

て
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
基
づ
い
て
著
者
自
身
に
よ
り
要
約
さ
れ
た
第
一
四
章
「
均
等
名
総
論
ｌ
均
等
名
の
歴
史
的
性
格
ｌ
」
に
沿
っ
て
結

論
だ
け
紹
介
し
た
い
。

（
一
）
均
等
名
が
ど
の
よ
う
な
手
続
を
経
て
形
成
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
著
者
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
庄
園
領
主
は
「
独
立
名
と
し
て
再
生
産
可
能
と

考
え
ら
れ
る
名
を
標
準
的
名
と
し
」
標
準
名
よ
り
過
大
な
も
の
は
一
一
名
以
上
に
解
体
し
、
標
準
に
達
し
な
い
名
で
比
較
的
大
き
い
も
の
は
「
補
償
の

田
地
」
を
与
え
「
独
立
性
の
弱
い
名
は
兄
弟
親
類
下
人
等
の
脇
在
家
を
合
し
て
複
合
的
名
を
形
成
し
」
「
残
さ
れ
た
破
片
的
田
堵
は
異
姓
者
を
集
め

て
集
名
を
形
成
し
た
。
」
（
三
八
四
頁
）
こ
の
名
田
の
均
等
化
と
平
行
し
て
均
等
な
在
家
役
に
応
ず
る
屋
敷
及
び
附
属
園
地
の
均
等
化
が
行
わ
れ
た
。

次
に
第
二
次
手
続
き
と
し
て
佃
の
均
等
割
り
付
け
を
行
う
。
佃
は
夫
役
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
公
事
を
負
担
す
る
名
主
全
体
に

配
分
さ
れ
る
。
多
く
の
場
合
名
別
一
反
で
あ
る
が
、
不
均
等
名
の
場
合
に
は
標
準
規
模
の
名
に
達
す
る
よ
う
に
更
に
佃
作
料
田
・
負
所
田
・
給
田
・

作
半
な
ど
が
附
加
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
田
は
佃
を
含
め
た
名
別
一
律
の
課
役
全
体
に
対
す
る
補
償
の
意
味
を
持
ち
（
三
八
七
頁
）
、
庄
園
領
主
の
直
属

地
か
ら
分
与
さ
れ
る
。
直
属
地
は
所
当
の
み
を
徴
収
す
る
一
色
田
で
あ
る
（
三
八
九
頁
）
。

（
一
一
）
均
等
名
の
面
積
は
一
町
歩
か
ら
一
一
町
歩
前
後
の
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
右
の
規
模
の
名
が
家
族
労
働
に
応
ず
る
適
性
規
模
で
あ
り
「
名
別
均
等

公
事
の
負
担
可
能
な
」
「
一
般
的
な
名
と
さ
れ
た
」
（
四
○
二
頁
）
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
に
掲
げ
る
実
例
に
つ
い
て
み
る
と
、
名
田
面
積
に
は

標
準
的
面
積
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
し
か
も
著
者
が
初
め
て
附
さ
れ
た
均
等
名
な
る
名
称
の
「
均
等
」
と
い
う
の
は
面
積
の
こ
と
を
い
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
の
に
、
ｕ
実
際
に
は
均
等
名
庄
園
と
い
っ
て
も
例
え
ば
楊
本
庄
の
如
く
（
一
二
四
頁
）
一
庄
内
で
最
低
六
反
余
か
ら
最
高
四
町
に
及
ぶ
甚
だ



九

し
い
不
均
等
な
も
の
（
不
完
全
均
等
名
）
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
高
田
庄
の
如
侭
（
三
方
今
頁
）
庄
内
の
五
名
が
皇
町
宛
で
あ
る
完
全
均
等
名
も
あ
る
が
が

著
者
の
検
出
さ
れ
た
全
例
の
三
割
に
満
た
な
い
。
む
し
ろ
不
均
等
名
の
方
が
一
般
的
で
あ
る
（
四
○
①
頁
）
将
従
ロ
て
名
田
積
の
均
等
は
均
等
名
た
る

べ
き
第
一
次
的
条
件
で
は
な
い
。
「
第
一
次
的
条
件
は
名
別
一
律
の
夫
役
雑
公
事
」
の
負
担
と
い
う
点
鱒
あ
り
》
「
名
田
積
α
均
等
性
は
そ
の
必
然
的

な
結
果
」
（
四
○
四
頁
）
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
は
誤
解
し
や
す
い
点
で
あ
る
か
ら
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
ｆ
十

（
三
）
均
等
名
庄
園
は
発
生
形
態
か
ら
い
っ
て
⑪
初
期
庄
園
的
系
譜
の
も
の
②
寄
進
地
系
庄
園
③
複
合
型
庄
園
の
三
型
に
分
け
ら
れ
芦
山
城
似
大
和
に
大

部
分
が
集
中
し
て
い
る
。
均
等
名
は
優
れ
て
畿
内
的
性
格
を
持
つ
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
辺
境
で
は
均
等
名
は
例
外
的
存
在
で
あ
る
が
介
在

家
・
薗
な
ど
に
均
等
名
は
類
似
の
形
態
を
持
つ
も
の
の
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
辺
境
の
在
家
に
も
均
等
な
倦
役
が
課
せ
ら
れ
、
そ
れ
…
対
し
て

一
律
な
田
地
を
附
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
畿
内
と
辺
境
の
対
照
に
は
名
と
在
家
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
、

そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
中
世
庄
園
の
地
域
的
な
構
造
的
相
違
が
理
解
さ
れ
る
と
提
言
（
四
二
六
頁
）
さ
れ
て
い
る
の
は
重
要
で
あ
る
。

（
四
）
均
等
名
形
成
の
目
的
と
機
能
は
「
佃
を
含
め
た
夫
役
・
雑
公
事
の
均
等
収
取
」
（
四
三
一
一
頁
）
に
あ
り
「
年
貢
の
均
等
収
取
を
ま
で
考
慮
し
た
も

の
で
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
」
（
四
四
二
頁
）
し
か
し
何
故
に
公
事
が
名
別
均
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
の
疑
問
は
ほ
寺
同
じ
条
件
下
に

あ
り
な
が
ら
畿
内
に
お
い
て
も
均
等
名
を
形
成
し
な
い
庄
園
が
多
数
あ
る
理
由
の
問
題
と
も
連
な
る
。
解
答
の
一
つ
は
長
福
寺
領
山
城
国
梅
津
庄
の

研
究
（
三
二
五
頁
）
の
中
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
そ
こ
で
は
、
田
堵
と
名
主
に
関
す
る
清
水
三
男
氏
の
見
解
を
批
判
し
っ
、
、
田
堵
か
ら
名
主
へ

の
転
換
に
際
し
て
人
別
の
田
堵
役
が
名
田
別
の
名
主
役
に
移
り
、
そ
の
際
不
均
等
名
庄
園
で
は
公
事
は
反
別
公
事
に
な
り
、
比
較
的
均
等
な
名
で
構

成
さ
れ
、
し
か
も
在
地
勢
力
が
弱
い
と
こ
ろ
で
は
名
別
一
律
の
公
事
の
形
態
を
と
る
と
い
わ
れ
る
。
Ⅷ
し
か
し
こ
れ
だ
け
の
説
明
で
は
不
充
分
で
、
次

に
均
等
名
形
成
の
歴
史
的
必
然
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
五
）
問
題
は
田
堵
ｑ
名
主
層
側
が
何
故
に
均
等
名
と
い
う
形
で
編
成
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
、
ま
た
領
主
側
は
何
故
に
均
等
名
を
形
成
す
る
必

要
が
あ
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
律
令
制
下
の
畿
内
農
民
が
そ
の
収
奪
か
ら
逃
れ
る
途
は
、
畿
内
へ
の
逃
亡
か
官
家
・
寺
社
９
貴
族
へ
の
身
分
的

隷
属
か
の
二
つ
の
途
し
か
な
か
っ
た
。
変
質
し
た
と
は
い
え
激
し
い
収
奪
に
悩
ん
だ
平
安
時
代
の
農
民
の
一
部
は
後
者
の
途
を
と
っ
て
、
１
庄
園
領
主



に
直
接
隷
属
し
て
身
役
を
奉
仕
す
る
田
堵
と
な
っ
た
（
四
八
七
頁
）
。
一
方
寺
社
・
貴
族
は
雑
多
か
つ
無
制
限
の
夫
役
の
必
要
か
ら
、
こ
れ
ら
田
堵
を

受
容
し
て
こ
れ
を
組
織
し
た
（
四
六
六
頁
）
。
後
白
河
院
長
講
堂
領
の
公
事
一
覧
表
（
四
七
三
頁
）
に
見
る
如
く
、
庄
園
を
一
年
間
配
分
し
て
恒
久
的
な

年
間
公
事
収
取
の
体
系
を
組
織
す
る
こ
と
は
当
時
の
寺
社
本
所
の
一
般
的
傾
向
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
面
か
ら
均
等
夫
役
附
課
の
た
め
の
均
等
名
の
形

成
は
促
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一

○

以
上
が
第
一
編
の
概
要
で
あ
る
。
「
公
事
の
収
取
」
を
視
点
と
す
る
一
貫
し
た
態
度
は
誠
に
整
然
と
し
た
鮮
や
か
さ
を
示
し
て
い
る
が
、
更
に
こ

の
立
場
に
た
っ
て
、
畿
内
庄
園
の
一
類
型
と
し
て
の
摂
関
家
大
番
領
と
番
頭
制
庄
園
の
解
明
に
進
む
。

第
二
編
は
旧
稿
「
畿
内
庄
園
に
お
け
る
均
等
名
の
歴
史
的
性
格
」
（
「
日
本
封
建
制
成
立
の
研
究
」
所
収
）
を
補
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
内
容

は
全
く
面
目
を
一
新
し
、
む
し
ろ
新
稿
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

牧
健
二
・
小
嶋
鉦
作
・
清
水
三
男
氏
ら
の
研
究
を
出
発
点
と
し
、
と
く
に
牧
氏
の
成
果
に
よ
っ
て
先
ず
大
番
領
及
び
大
番
舎
人
制
に
つ
い
て
概
観

し
（
五
○
六
頁
）
、
次
い
で
大
番
役
と
舎
人
名
と
の
関
係
を
追
及
す
る
（
五
二
五
頁
）
。
和
泉
国
大
島
庄
・
近
江
国
大
番
領
に
つ
い
て
考
究
し
た
結
果
、

舎
人
名
は
名
別
均
等
に
給
田
・
雑
免
・
免
在
家
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
代
り
と
し
て
名
別
一
人
宛
の
舎
人
役
を
勤
仕
す
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
す
る

（
五
三
三
頁
）
。
か
か
る
大
番
領
は
「
有
力
田
堵
Ｉ
名
主
層
が
国
衝
の
臨
時
雑
役
を
逃
れ
名
田
の
所
有
権
を
確
保
す
る
た
め
に
、
個
人
的
に
摂
関
家
と

主
従
関
係
を
結
ん
だ
」
（
五
五
二
頁
）
こ
と
か
ら
起
っ
た
も
の
で
、
均
等
名
と
発
生
形
態
を
一
に
し
、
畿
内
型
庄
園
の
一
類
型
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
大
番
領
は
厳
密
に
い
え
雲
ぱ
庄
園
制
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
「
大
番
領
は
摂
関
家
に
舎
人
役
を
奉
仕
す
る
人
々
の
地
域
的
団
結
即
ち
保
で

あ
っ
て
」
（
五
六
二
頁
）
、
土
地
支
配
を
基
本
と
す
る
庄
に
ま
で
発
展
し
な
か
っ
た
ｐ
摂
関
家
が
庄
園
外
的
機
構
と
し
て
大
番
領
と
い
う
特
異
な
夫
役

収
取
組
織
を
創
出
し
た
理
由
は
、
本
家
と
し
て
庄
園
を
有
す
る
た
め
夫
役
収
取
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

番
に
つ
い
て
は
牧
健
二
・
島
田
次
郎
・
小
川
信
・
水
上
一
久
氏
ら
の
研
究
が
あ
る
が
未
だ
全
面
的
に
扱
わ
れ
て
お
ら
ず
未
開
拓
の
分
野
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
番
頭
や
番
の
形
成
は
、
領
家
に
対
す
る
番
役
や
夫
役
ｂ
雑
公
事
を
前
提
と
し
、
先
ず
領
家
側
の
番
役
勤
仕
の
組
織
と
し
て
成
立
し
、
そ

れ
に
応
じ
て
下
地
に
も
均
等
田
積
を
結
い
出
す
番
組
織
が
形
成
さ
れ
、
番
毎
に
番
頭
が
置
か
れ
」
（
五
八
四
頁
）
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
七
○
庄
以



上
の
実
例
を
検
し
て
未
開
の
領
域
に
歩
を
進
め
、
番
の
面
積
及
び
名
と
の
関
係
か
ら
、
‐
⑩
均
等
番
②
不
均
等
番
に
大
別
し
（
五
九
蒜
頁
示
摂
津
国
垂

水
牧
・
丹
波
国
大
山
庄
・
遠
江
国
初
倉
庄
を
中
心
に
そ
の
内
部
構
造
を
探
る
い
Ｉ
次
に
番
頭
と
番
子
の
関
係
に
強
い
て
の
牧
氏
の
見
解
の
誤
り
を
指
摘

さ
れ
た
の
ち
、
丹
波
国
雀
部
庄
の
例
に
よ
っ
て
「
番
頭
と
は
、
当
該
番
内
に
自
名
田
を
有
し
か
そ
の
番
を
代
表
す
る
も
の
で
、
同
一
番
内
…
名
田
を

結
い
込
ま
れ
た
他
の
名
主
が
そ
の
番
子
」
（
六
五
四
頁
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
本
書
の
．
一
覧
表
へ
木
六
八
頁
）
及
び
分
布
図
（
六
七
五
頁
）

に
よ
れ
ば
、
番
頭
制
庄
園
は
畿
内
周
辺
部
に
多
い
。
こ
れ
は
畿
内
中
心
部
で
は
均
等
名
が
あ
っ
て
同
性
質
の
番
の
組
織
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
、

周
辺
地
域
で
は
本
所
領
家
の
支
配
が
直
接
的
に
及
び
え
た
点
で
は
畿
内
的
で
あ
り
な
が
ら
、
地
主
的
名
を
含
む
不
均
等
名
形
態
と
い
う
点
で
は
辺
境

的
性
格
を
有
し
、
従
っ
て
田
堵
の
人
別
課
役
が
そ
の
名
主
へ
の
昇
華
過
程
で
反
別
課
役
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
両
面
か
ら
、
番
頭
制
に

よ
っ
て
均
等
公
事
の
収
取
を
実
現
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
（
六
八
二
頁
）
。
番
は
均
等
公
事
の
収
取
を
目
的
と
す
る
点
で
均
等

名
と
同
じ
で
あ
る
が
、
下
部
構
造
の
相
違
か
ら
具
体
的
に
は
異
な
っ
た
形
を
と
る
。
根
本
的
な
相
違
は
番
内
の
名
を
見
た
場
合
反
別
公
事
で
あ
る
点

で
あ
る
が
、
更
に
名
が
農
業
経
営
体
的
性
格
を
基
盤
と
す
る
に
対
し
て
、
番
は
収
取
組
織
と
し
て
の
性
格
が
優
越
す
る
（
六
九
一
頁
）
。
従
っ
て
番
は

機
械
的
Ｏ
計
画
的
な
地
区
制
が
あ
り
名
と
区
別
さ
れ
る
（
六
九
二
頁
）
。

、
、
、
、

以
上
が
本
論
の
概
要
で
あ
る
が
「
結
論
畿
内
庄
園
の
基
礎
構
造
」
で
は
著
者
は
更
め
て
「
畿
内
庄
園
」
の
概
念
規
定
を
行
う
。
即
ち
「
庄
園
領

主
の
古
代
的
・
直
接
的
支
配
と
そ
の
具
体
的
内
容
を
な
す
夫
役
・
雑
公
事
の
収
取
こ
そ
畿
内
庄
園
の
根
本
的
特
質
で
」
均
等
名
庄
園
・
摂
関
家
大
番

、
、
、
、
、

領
・
番
頭
制
庄
園
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
庄
園
を
「
畿
内
庄
園
な
い
し
畿
内
型
庄
園
と
総
称
し
、
そ
の
分
布
圏
を
広
義
の
畿
内
と
規
定
」
す
る
（
六
九

九
頁
）
。
し
か
し
て
以
下
七
項
に
わ
た
っ
て
従
来
の
説
に
対
す
る
批
判
と
将
来
へ
の
問
題
の
提
起
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
一
）
従
来
の
説
の
よ
う
に
散
在
庄
園
を
強
調
し
す
ぎ
る
の
は
、
畿
内
庄
園
の
成
立
を
自
然
的
・
物
質
的
の
契
機
の
み
か
ら
見
る
一
面
観
で
あ
る
。
庄

園
領
主
の
円
田
化
の
努
力
を
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
，

（
二
）
「
庄
園
領
主
の
古
代
的
性
格
を
律
令
的
枠
内
に
固
定
化
す
る
こ
と
は
、
歴
史
の
動
的
把
握
に
欠
け
、
古
代
権
力
の
評
価
を
誤
り
、
ひ
い
て
は
政

治
史
的
考
察
ｌ
封
建
制
成
立
の
研
究
を
昏
迷
と
停
滞
に
導
く
」
（
七
○
三
頁
）
も
の
で
あ
る
。
古
代
権
力
が
新
事
態
に
対
応
し
て
行
っ
た
努
力
の
あ
と



一
一
一

を
評
価
し
な
け
れ
ば
、
古
代
権
力
が
長
く
中
世
に
生
き
続
け
た
事
実
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
従
来
庄
園
領
主
権
力
を
古
代
的
と
規
定
し
、
領
主
層
を
同
性
質
の
も
の
と
し
て
一
括
把
握
し
て
き
た
。
し
か
し
貴
族
・
寺
院
・
神
社
、
ま
た
同

じ
寺
院
で
も
例
え
ば
東
大
寺
と
興
福
寺
の
性
格
的
・
質
的
相
違
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
各
々
の
領
主
の
庄
園
統
治
組
織
や
庄
園
の
直
接
統
治
機
構

の
具
体
的
分
析
が
今
後
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
七
○
四
頁
）
。

（
四
）
庄
園
制
Ｉ
封
建
制
で
は
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
庄
園
制
Ｉ
古
代
的
な
も
の
と
固
定
化
す
る
の
も
疑
問
で
あ
る
。
庄
園
制
は
古
代
的
性
格
と

中
世
的
性
格
を
併
有
す
る
も
の
で
あ
る
（
七
○
六
頁
）
。

（
五
）
平
安
末
、
鎌
倉
期
に
現
物
所
当
の
増
加
、
倦
役
労
働
の
減
退
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
佃
を
指
標
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
佃
は
倦

役
労
働
の
一
部
分
に
す
ぎ
ず
、
実
は
却
っ
て
平
安
末
期
に
夫
役
・
万
雑
事
は
強
化
さ
れ
た
。
不
輸
不
入
の
獲
得
を
以
て
庄
園
の
完
成
と
す
る
説
も
妥

当
で
は
な
い
。
名
を
基
礎
単
位
と
す
る
古
代
的
収
取
組
織
の
成
立
と
古
代
的
収
取
の
実
現
こ
そ
実
質
上
の
庄
園
の
完
成
で
あ
る
。
（
七
○
七
頁
）
。
公

事
収
取
形
態
か
ら
大
観
す
る
と
、
畿
内
で
は
名
別
均
等
公
事
、
畿
内
周
辺
で
は
番
別
均
等
公
事
と
反
別
公
事
，
中
間
地
帯
及
び
辺
境
で
は
反
別
公
事

と
在
家
別
公
事
と
な
る
。
し
か
し
中
間
地
帯
や
辺
境
の
庄
園
構
造
の
具
体
的
分
析
は
未
だ
不
充
分
で
あ
る
。

（
六
）
年
貢
と
公
事
の
両
方
を
負
担
す
る
も
の
こ
そ
名
主
で
あ
り
庄
園
領
主
に
と
っ
て
の
厳
密
な
意
味
で
の
庄
民
で
あ
る
。
公
事
に
力
点
を
置
い
て
考

え
る
と
き
、
近
世
本
百
姓
と
の
関
連
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

（
七
）
庄
園
領
主
直
属
地
の
問
題
を
提
起
す
る
ｐ

。
×
‐
×
仲
×
×
‐
×
．
×
ず
．
×
ド
．

以
上
で
本
書
の
紹
介
を
終
る
が
、
一
言
に
し
て
本
書
の
功
績
を
い
う
な
ら
ば
、
第
一
に
従
来
そ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
な
が
ら
と
り
あ
げ
る
こ
と

の
少
な
か
っ
た
公
事
に
つ
い
て
徹
底
的
に
追
及
さ
れ
た
点
に
あ
る
。
律
令
制
の
下
に
お
け
る
多
量
の
倦
役
労
働
が
庄
園
制
下
に
入
っ
て
ど
う
な
っ
た

の
か
と
い
う
点
は
、
古
代
中
世
史
を
追
及
す
る
も
の
に
と
っ
て
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
律
令
制
の
直
接
的
・
人
身
的
な
収
取
の
形
態
が
平
安
時

代
の
中
・
末
期
に
土
地
を
媒
介
と
す
る
収
取
に
転
化
し
た
と
し
、
そ
こ
に
百
姓
名
の
成
立
の
基
礎
を
求
め
た
こ
と
は
石
母
田
自
の
画
期
的
業
績
で
あ
っ



三

、
、
、

た
が
、
渡
辺
氏
の
研
究
は
、
単
純
に
土
地
を
媒
介
と
す
る
収
取
に
転
化
し
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
倦
役
労
働
の
賦
課
の
仕
方
の
変
化
を
詳

細
に
追
究
し
た
。
こ
の
点
は
本
書
の
持
つ
最
大
の
意
義
で
あ
る
と
思
う
。
第
二
の
功
績
は
、
僑
役
労
働
の
賦
課
の
仕
方
を
追
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

古
代
権
力
自
体
の
変
化
、
即
ち
時
代
に
対
応
し
て
古
代
権
力
が
自
己
を
改
変
し
て
行
っ
た
事
実
を
把
え
た
点
で
あ
る
。
従
来
の
政
治
史
が
静
的
把
握

に
止
っ
た
と
痛
烈
に
批
判
す
る
著
者
の
自
信
あ
る
言
葉
は
、
詳
細
極
り
な
い
個
別
研
究
の
結
果
生
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
更
め
て
、
こ
の
よ
う
な
地

味
な
具
体
的
研
究
の
必
要
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
二
点
の
ほ
か
細
か
い
こ
と
を
挙
げ
れ
ば
限
り
が
な
い
が
、
庄
園
研
究
の
過
程
で
誰

も
が
ぶ
つ
か
る
よ
う
な
歴
史
的
名
辞
の
解
釈
に
つ
い
て
も
、
本
書
は
多
く
の
新
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
相
坪
・
合
名
・
負
所
・
間
田
・

集
名
・
田
堵
・
雇
作
・
余
名
な
ど
そ
の
例
で
あ
る
。
そ
の
他
は
直
接
本
書
に
つ
い
て
見
ら
れ
た
い
が
、
次
に
二
、
一
一
一
問
題
と
思
う
点
を
挙
げ
る
。

（
一
）
均
等
名
が
「
下
か
ら
の
私
的
土
地
所
有
的
性
格
と
上
か
ら
の
収
取
単
位
的
性
格
と
の
二
つ
の
契
機
」
の
か
ら
み
合
い
の
う
ち
に
生
ま
れ
た
と
す

る
な
ら
ば
、
均
等
名
形
成
以
前
に
お
け
る
時
代
（
こ
の
場
合
平
安
中
期
頃
ま
で
）
の
農
民
の
土
地
保
有
の
状
態
が
具
体
的
に
分
析
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
ら
保
有
地
は
、
い
ず
れ
口
分
田
・
賃
租
田
・
治
田
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
途
を
た
ど
っ
て
名
田
へ
移
行

す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ま
た
上
か
ら
の
均
等
名
形
成
に
際
し
て
下
か
ら
の
反
抗
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
極
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

た
よ
う
な
印
象
を
与
え
ら
れ
る
が
果
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
）
右
と
関
連
し
て
律
令
制
的
揺
役
労
働
の
崩
壊
過
程
を
追
跡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
北
山
茂
夫
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
研
究
を
庄
園
制
的
負
担

体
系
と
の
関
連
に
お
い
て
見
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
三
）
主
と
し
て
田
地
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
畠
地
に
つ
い
て
は
未
だ
考
察
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。
こ
れ
は
本
書
に
限
っ
た
こ
と
で
な
く
庄
園
研
究
全

体
に
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一
つ
の
重
要
な
空
白
で
あ
る
。

（
四
）
重
要
で
は
あ
る
が
困
難
な
、
具
体
的
な
農
業
経
営
形
態
の
追
究
が
必
要
で
あ
る
。
均
等
化
さ
れ
た
名
の
経
営
の
様
子
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
本

書
で
は
均
等
名
を
農
業
経
営
体
と
し
て
大
体
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
（
四
○
四
頁
）
、
こ
の
点
は
具
体
的
証
明
に
欠
け
る
。
収
取
単
位
と
し
て
の

擬
制
的
名
の
存
在
に
も
考
慮
を
払
う
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
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四

（
五
）
著
者
自
身
問
題
と
し
て
残
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
各
庄
園
領
主
の
支
配
の
特
色
や
支
配
圏
な
ど
に
つ
い
て
更
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

庄
園
統
制
組
織
の
問
題
は
従
来
も
研
究
を
試
み
ら
れ
た
が
不
詳
の
点
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
興
福
寺
六
方
制
度
の
研
究
な
ど
に
も
優
れ
た
成
果
を
挙

げ
ら
れ
た
著
者
に
こ
の
点
の
推
進
を
期
待
し
た
い
。

以
上
の
ほ
か
本
書
中
で
疑
問
と
す
る
細
か
い
点
も
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
殆
ど
と
る
に
足
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
持
つ
庄
園
研

究
史
上
の
意
義
は
頗
る
大
き
い
。
そ
れ
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
更
に
本
書
に
扱
わ
れ
た
「
庄
園
の
完
成
」
の
時
期
が
平
安
末
期
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
発
展
す
べ
き
多
く
の
問
題
を
提
出
す
る
。
石
母
田
氏
が
い
わ
ゆ
る
「
古
代
の
再
建
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
の
意
味
を
裏
付
け
る
こ
と
、
こ
の
時

期
が
院
政
期
に
当
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
の
政
治
史
へ
の
発
言
を
頗
る
重
要
な
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
｜
今
後
い
わ
ゆ
る
中
間
地
帯
及
び
辺
境
の

基
礎
構
造
に
つ
い
て
本
書
の
如
き
具
体
的
な
研
究
が
結
実
す
る
な
ら
ば
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
に
至
る
転
換
期
の
歴
史
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
最
近
盛
ん
な
時
代
区
分
論
も
地
味
な
個
別
的
研
究
を
欠
い
て
は
空
虚
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
我
々
の
努
力
も
一
つ
に

は
右
の
方
面
に
向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
浅
学
の
故
に
充
分
な
紹
介
を
果
た
し
え
な
か
っ
た
が
、
著
者
及
読
者
の
御
寛
容
を
願
い
つ
、
欄
筆
す
る
。

（
Ａ
５
判
本
文
七
六
四
頁
索
引
三
六
頁
昭
和
三
一
年
五
月
一
五
日
吉
川
弘
文
館
刊
）
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